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	大 項 目
	【電子掲示板・チャット】

	小 項 目
	コミュニケーション（ネット上でのマナー）

	タイトル
	こんなチャットでいいの？

	主な対象
	小学校　高学年（４～６年）

	ね ら い
	コンピュータの向こうにはいろいろな人たちがいることを考え、コンピュータを使ったコミュニケーションで守るべきマナーや注意すべきことについて考えさせる。

	作成の意図
	チャットや電子メールでの発言は、文字でのコミュニケーションであるので、自分の考えがうまく伝わらずに、誤解を生んでしまうことがある。

また、相手の顔が見えないことにより、自分の考えをストレートに表現し、相手の気持ちを考えない発言になってしまい、小さな言い争いがエスカレートしたり、第三者まで巻き込んでしまったりすることがある。
そこで、このコンテンツを利用して、ネット上での言い争いはマナーに違反することを知らせ、みんなが気持ちよくコミュニケーションするために気を付けなければならないことを考えさせたい。

	指導内容
	・文字によるコミュニケーションの危うさに気付かせること
・コンピュータを使ったコミュニケーションで、守るべきマナーや注意すべきことについて、考えさせること

	展　　開
	（１）教師がプリント内の「間違いじゃないの？」の言い方を何通りかしてみて、言い方や表情から、受け取る側の感じが違うことに気付かせる。

（２） 1枚目のプリントを配付し、第三者としてネット上での言い争いを見ている時の気持ちを考えさせる。
（３） このような言い争いに巻き込まれた時の対応の仕方を考えさせる。
（４）ネット上での言い争いが続いていった場合を想像させ、多くの人の迷惑となり、周りに与える影響が大きいことを理解させる。

（５）コンピュータの向こうにはいろいろな人たちがいることを考え、コンピュータを使ったコミュニケーションで守るべきマナーや注意すべきことについて、2枚目のプリントにより理解させる。
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